
北中だより
法師蝉 しみじみ耳の うしろかな 川端 茅舎

連日の猛暑、記録更新の毎日でしたが、どうやらピークは過ぎたようで空の色や陽の光

にはいくらか透明感も見られるようになってきました。

人が何かに打ち込む姿は美しい この夏はオリンピックと重なり、気候の暑さと、応援

の熱さで日本国中が二重のあつさに包まれました。どの競技にも競技者にもいろんなドラ

マがありましたが、日本選手では「団体競技」「リレー」の選手の言葉が印象に残りました。

「絆」「仲間」「みんな」などチームとしてのコメントやつながり、団結を感じさせるもの

が多くあったように思います。日本人が一番力を発揮できる場かもしれません。「個人の尊

重」がよく言われる昨今ですが、「チームの中の一員」を自覚すること。昔はそんな言葉が

身の周りで多く聞かれました。私も小さい頃よく言われました。サッカーや野球などの団

体競技はわかりますが、今回のオリンピックでは体操やフェンシング、卓球、アーチェリ

ーなどで「絆」「仲間」「みんな」といったような言葉が出ていました。個人はどうでもチ

ームとしては勝ちたいんだ。という気持ちが強く感じられました。個人よりもチームが優

先するということです。人は自分のためではなく、誰かのためや何かのためにやろうと思

った時、大きな力が湧いてくるのかもしれません。その時の力は、人数以上の力であり、

一人では出せない力のようです。勿論、一緒に戦った人たちにしか分からない感覚でしょ

うが、オリンピックとまではいかなくても、自分の身の周りや勝負事以外でも、みんなと

協力して、予想以上にできたことやそれに近いことを感じたことは、我々にもあるのでは

ないでしょうか。そんな時の喜びはまた、格別なものだと思います。選手の一挙手一投足

が表情がそれを物語っていました。ひたむきに取り組む選手の姿に、心地よい緊張感と美

しさを感じました。

個人と団体 一人と全体を考える二学期 二学期は北中のオリンピックです。体育大会、

合唱コンクールがあります。クラスの力や学年の力を保護者

の皆さまに見ていただくいい機会です。北中の子どもた

ちは行事が好きです。というより仲間といっしょに何かを

することが好きです。友だちを大切に考えている子ども

たちが多い学校です。仲間の力が個人の力を引き出して

くれる、そんな関係が強く感じられる子どもたちです。

「自分や他人を大切にし、支え合い高め合う生徒」の心

を我々も大切に育てていきたいと思います。

体育大会や合唱コンクールをはじめとする文化発表会

ふるさと北中から

あしたの北中へ
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等は北中にとって大切な行事です。ご協力よろしくお願いいたします。

９月の行事予定です １０月の予定です

よく頑張りました クラブの成績です

青少年健全育成・非行化防止標語

卒業生の活躍 中村 茜 選手

９月

３日(月) 始業式・体育委員会

４日(火) 課題テスト 体育大会選手決め

５日(水) 体育大会特別時間割

○ ○ ３ ２ ○ ○

６日(木) 北中チャレンジ

○全組全組全組 ○ ○

７日(金) 道 ○ １ １ 全組全組

８日(土)

９日(日)

10 日(月) ○ ○ ３ ３ ２ ２

11 日(火) 全 １ ○ ○ 全組全組

12 日(水) ○全組全組全組 ○ ○

13 日(木) 北中チャレンジ

１ ○ ○ ○ 全組全組

14 日(金) 体育大会生徒係別会議

道 ○ ２ ２ ３ ３

15 日(土)

16 日(日)

17 日(月) 敬老の日

18 日(火) ○ ○ 全 全 全組全組

19 日(水) 体育大会 予行

20 日(木) ○全組全組 全 準備

21 日(金) 第５２回体育大会

22 日(土)

23 日(日)

24 日(月)

25 日(火) 体育大会 予備日

27 日(水) 北中チャレンジ

28 日(木) ⑥防犯教室

29 日(金)

30 日(土)

○は授業 全は全体練習

全組は２・３年生のみ組対練習

１０月

２日(火)1 年ひょうごの匠 12 日(金)英語検定

３日(水)教科研究の日 19 日(金)漢字検定

９日(火)・１０日(水) 24 日(水)合唱コンクール

中間考査 25 日(木)文化発表会

26 日(金)数学検定

阪神大会

柔道部

優勝 田上英也 第２位 四田大成

女子バレー部 第３位・男子テニス 第３位

吹奏楽部

金賞 東阪神地区大会

兵庫県大会

吹奏楽部 銀賞

男子テニス部 団体 出場

水泳部 大園悠生 出場

柔道部

団体 出場

個人 第２位 田上英也 近畿大会 出場

佳作 今村優花

作品

『描きたい 未来の色は どんな色』

オリンピックの陰に隠れてしまいあまり大

きく報道されませんでしたが、北中 43 期卒業

生 中村 茜さんが出場した第５回女子野球

ワールドカップで見事、日本が優勝しました。

ソフト部の練習によく来て下さった素敵な女

性です。彼女は現在、女子プロ野球、打率・出

塁率で圧倒的１位の強打者でもあります。




